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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【博士学位論文内容の要旨】 
 グライナー智恵子の博士論文は、認知症高齢者の行動モニターのため、世界で初めて Integrated Circuit（IC）タ
グによるモニタリングシステムを使用し、認知症者の客観的徘徊行動測定方法を開発した。また、国内外で唯一の徘
徊行動尺度である Algase Wandering Scale Version2（AWS-V2）の日本語版を作成し、その信頼性と妥当性を検討
したことが特色である。 
 IC タグを活用したモニタリングシステムにより、従来の直接観察やビデオ撮影といった方法で大きな制約であった
時間や労力、長期間に亘る継続した行動測定が可能となった。更に、このシステムではリアルタイムな分析を行って
いくことが可能である。本システムは、治療やケアの評価、徘徊行動影響要因を調査するための客観的指標として有
効である。AWS-V2 日本語版の信頼性と妥当性の検証では、対象者数は少ないが評定者間信頼性、評定者内信頼性共
に高い値を示した。しかし構成概念妥当性の検討が今後の課題である。 
【審査結果の要旨】 
 本研究は、Integrated Circuit（IC）タグを活用した行動モニタリングシステムを使用し、認知症施設入所者の新
たな徘徊行動測定方法を提示した。認知症施設入所者の徘徊行動を詳細に、客観的に測定する方法はこれまで示され
ておらず、本システムの活用は国内外においてはじめての試みである。本システムは、認知症施設入所者の徘徊行動
影響要因の検討や、看護介入の効果を客観的に評価するための貴重な測定方法である。更に、本研究では、国内外で
唯一の徘徊行動尺度日本語版を作成し、その信頼性と妥当性を検討した。今後更に構成概念妥当性を検証し活用して
いくことで、徘徊行動の国際比較を実施することが可能となる。 
 よって、本博士論文は大阪大学博士（看護学）の学位授与に値する。 
